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６年生第４セッション

めざせ！本物の自己主張上手
所要時間
45分（最終回のため時間がかかる可能性がある。60分でゆとりを持って行った方がよい）
目的
１．おたがいに上手な自己主張を完成させるために、人と主張し合うときには、どんな意見でもまずは受け止めてみることが必要であることを学ばせる。

２．小集団（３人グループ）において、上手な自己主張の練習をさせる。
準備するもの

□フラッシュカード(「ピア･サポート」「仲間・友だち」｢支える・助ける｣「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う」｢周りの人を大切にする｣「自分を大切にする」　「言葉」「声」「体」「主張する人」「主張聞く人」「相手を受け止めたあいづちをうつ」「コツ１．相手の言葉をくり返す。」「コツ２．自分の考えになかったことは認める。」「なるほど　そっか、そっか　それは思いつかなかった！そういう考えもあるか。」)
□ポスター「6年生ピアの目標」
□模造紙「今日のテーマ・目標・学習の流れ」
□提示用プリント①「言葉の３つのステップ」
□提示用プリント②「声のポイント」

□提示用プリント③「体のポイント」
□提示用プリント④「フクロウ・カレンダー」「フクロウ･ポスター」「フクロウ・オブジェ」「フクロウ・カード｣
□モデル提示用映像、機材一式（プロジェクター、スクリーンなど）
□モデル提示用台本

□お助けカード

□プリントA「相手を受け止めたあいづちを考えよう」（プリントBと両面印刷：児童数）
□プリント（うら）「上手に自己主張をし合おう！」（プリントAと両面印刷：児童数）
□第4回確認プリント（第4回ふり返り用紙と両面印刷：児童数）

□第4回ふり返り用紙（第4回確認プリントと両面印刷：児童数）

般化維持プログラム　　　　　　　　　

□チャレンジ・プリント1，2，3（児童数）

□6年生ぴあぴあ新聞第４号（児童数）

児童の持ち物

□ピア・サポート・ファイル（第３セッションプリント）　　　　　　　　　

□筆記用具

参考文献

中野良顯・大石有里子・牧野昌美・D中学校教員. (2004). 自分の考えを伝えよう！. 2004年度  D中学校3年生第3セッション授業台本. 未公刊.

西村美佳・古屋昌美・川上絵里. (2002). 上手に自己主張しよう. 2002年度B中学校3年生第3セッション授業台本. 未公刊.

	活動項目

(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	児童の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習と導入(4分)

	言葉と目標の復習(1/1)

前時の授業の復習と導入(3/4)
	1．ピア・サポートの授業の説明

· 今日は4回目の「ピア・サポート」、6年生最後の授業です。もうピア･サポートの意味は覚えましたね？みなさんで言ってみましょう。
· そうですね。「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合うこと」でした。
· 今日も、周りの人と自分の両方を大切にして、みんなで助け合い支えあう行動を学習します。

2．6年生の授業の目標は？

· では、次の質問です。6年生のピア・サポートの目標は何でしたか？
· そうですね。「上手に自己主張ができるようになろう」でした。
· 「上手に自己主張」とは、①自分の主張に責任を持ち、②相手に思いやりを示すこと、が大切でしたね。
　
3．上手な自己主張三本柱の復習

· そして、その上手な自己主張をするためには、大切な三本柱がありました。何でしたか？

· はい。「言葉」と「声」と「体」でしたね。
· 2回目の授業では、このうちの「言葉」の3つのステップを学習しました。ここに書いてある通りです。

· 3回目の授業では、「声」と「体」のポイントをそれぞれ学習しました。では、その復習をします。

・まず、声のポイントは
ちょうどよい声の大きさ、速さで言う
　でした。
· そして、体のポイントは

1． 相手に顔と体を向ける

2． 話の内容に合わせた表情をする

　でした。

· よく覚えていました。

· 今日は6年生として、最後のピアの授業です。ですから、上手な自己主張の完成系をめざします。
· そのための今日の学習は主張を「聞く側」のポイントについてです。

· 本当の意味の上手な自己主張は、主張をする側とその主張を聞く側の両方がきちんとできて完成します。今日は、みなさんが聞く立場になったときのことも考えながら、お互いに上手な自己主張をし合えるようにします。


	「上手に自己主張ができるようになろう」

「言葉」「声」「体」

	●フラッシュカード「ピア・サポート」「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合うこと」｢周りの人を大切にする｣「自分を大切にする」
◇提示する（掲示しなくてもよい）
●（あらかじめ掲示）ポスター「上手ができるようになろう」

●フラッシュカード「言葉」「声」「体」
◇フラッシュカード提示

●提示用プリント①「言葉の3つのステップ」

●提示用プリント②③「声のポイント」「体のポイント」

◇模造紙②③提示


	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/5)
	1．今日のテーマと目標の説明
· では、今日のテーマと目標を発表します。こちらを見ましょう。

今日のテーマ：「めざせ！自己主張上手」

目　標：「相手の主張もきちんと聞こう。」
2．今日の学習の流れの説明
・今日の学習の「流れ」を説明します。

・①「復習」が終わりました。今は、②「今日の学習の説明」をしているところです。

· 今日の③活動は「上手に自己主張し合おう」です。自己主張を聞いているときのポイントを1つ学習したあと、3人組になって、上手な自己主張をし合う練習をします。

・そして、④確認をして、⑤振り返り用紙を書いて終わりです。


	
	●(あらかじめ黒板外に掲示)模造紙④「今日のテーマ･目標･学習の流れ」



	3．活動「上手に自己主張し合おう」(31分)

	モデル提示および全体シェアリング(7/12)

ポイントの説明(4/16)

あいづちの言葉を考える (5/21)

説明(1/22)

自己主張(10/32)

全体シェアリング(3/35)
活動のまとめ(1/36)
	1．上手に自己主張の聞き方を探ろう
· では、今日も初めにこれから映像を見て、「自己主張の聞き方」について学習します。

· 今日も映像には4人のクラス･メートが出てきます。話し合いの題材はこの前と同じ、「上手な自己主張を忘れないために、フクロウ・グッズを作ろう！」です。

· 候補として挙げられていた４つのグッズを覚えていますか？

· 「フクロウ・カレンダー（日めくり・クラスで1つ）」「フクロウ･ポスター（班で1枚）」「フクロウ・オブジェ（クラスで1つ）」｢フクロウ・カード（1人1枚）｣でしたね。
・４人は、これまでに上手な自己主張の仕方を学習してきたので、自分が主張をするときには、言葉も声も体もとても上手にできるようになりました。ですから、今日、注目してほしいのは、自分以外の人の主張を聞いているときの「聞き方」です。
・いいですか？これまでは主張をする人に注目してきましたが、今日は聞く人に注目します。

・特に聞いているときに言っている「言葉」に注意しましょう。
· 場面は2回流れますが、まず１回目だけを見せます。これはよくない聞き方をしている場面です。どんなふうによくないか、聞き手がどんな言葉を言っているか、注意してみましょう。
→モデル提示用映像。一回目が終わったところで一時停止する。児童が映像を見やすいように席を移動させるなど配慮する。（映像ではなく指導者と補助者が、実際にモデル提示をしてもよい。）
· （終わったら）あまりよくない聞き方だったのはわかりましたよね？では、どんな言葉を言って聞いていたでしょうか。

· そうですね。「えー」「やだ」「つまらない」「変なの」などと、相手の主張や、相手自身をバカにしたり、傷つけたりするような聞き方になっていましたね。

· こんな聞き方にならないために、実は聞き方には大きなポイントがあります。相手に体を向けるとか、話に合わせた表情で聞くというのは自己主張をするときと同じです。でも今日はさらにここにポイントを足します。それは、
相手の主張を受け止めたあいづちをうつ

· あいづちの意味を知らなければここで説明。２年次からピアの授業を受けていれば学習済み。
· 相手の主張を聞いて、違うと思ったり、言いたいことがあったりしても、まずは相手の主張を受け止めます。それから、自分も主張するようにします。

· では、どのようにすれば、相手の主張を受け止めたあいづちになるのでしょうか。それには2つのコツがあります。その２つを見つけ出すように「２回目」を見ましょう。どんなあいづちをうっているか、よく聞くようにしますよ。

→モデル提示用映像。児童が映像を見やすいように席を移動させるなど配慮する。（映像ではなく指導者と補助者が、実際にモデル提示をしてもよい。）
· （終わったら）では、どんな「あいづち」をうっていましたか？

→出された意見をカテゴリー分けして板書
全体

1回目のような、相手を攻撃することは言わない。

ちゃんと聞いていた。

相手の話を聞いている感じがした。
コツ１

「カレンダーか。」
「いろいろなところか。」
コツ２

「あぁ、そっか。そうだね！」

「なるほど。」

「いい考えだね。」
2．聞き方のポイント、コツを知ろう
· みなさん、２つのコツは探し出せたでしょうか。では、整理しながら説明します。
· １つ目のコツは、相手の言葉をくり返すです。
· 例えば「カレンダーがいいな」という主張に対して、「カレンダーか」と繰り返すあいづちがそうです。
· 他にも「いろいろなところに貼れるから」と言われて「いろいろなところか」と繰り返している場面もありました。気がつきましたか？
· こうして相手の言葉を繰り返すことで、相手の主張について、自分の頭の中で考えやすくなります。それから、相手に対して、言ったことを確認することもできます。
· ２つ目のコツは、自分の考えになかったことは認めるです。
· 私たちは、自分よりよい意見を言われたり、思ってもいなかったことを言われたりすると、１回目の映像のように、つい「でも！」とか「だって」などと言ってしまうことがあります。それでは、相手を受け止めていません。
· 相手の主張を聞いたときには、まず「うん」「なるほど」「そうか」「そういう考えもあるね」などと、素直に相手の言うことを認めるようにします。そして、その上で、「でも…」と自分の主張をするようにします。すぐに「えー」「でも！」と言うと、１回目のように、雰囲気が悪くなってしまいますし、相手も「この人は自分の話を聞いてくれない人だな」と感じます。
· 相手を受け止めたあいづちのコツ2つ、わかりましたか？

3．聞き方のコツをつかもう

· では、実際に今のコツを練習してみましょう。プリントを1枚配ります。配られたら「相手を受け止めたあいづちを考えよう」を上にして、名前を書きましょう。
・では、プリントの問題を読みます。

→問題文を読む。自分はオブジェがよいという設定であることを理解させる。
· 早速、始めましょう。時間は3分くらいです（1分程度、個人で考えさせたあと、2分程度、小グループで相談させてもよい）。

· （児童の様子を見て）そろそろ、よいですか？では、こちらを向きましょう。
· ①から順に、どんなあいづちをしたか発表しましょう。

→以下、②も発表をさせる。あっていないあいづちは修正し、ここで確実に獲得させる。
・いいですね。みなさん、いろいろなあいづちが考えられました。
4．自己主張し合う練習をしよう
· では、ここまでの学習を全て活かして、最後の練習に入りましょう。プリントを裏返して「上手に主張をし合おう」を見ます。それから、前の授業で考えたフクロウ・グッズを作ろう！のセリフを出しましょう。

· （プリントが用意できたら）これから、この前と同じように、自分がクラスで作りたいグッズについて、3人グループで自己主張をします。

· では、これから3人グループで、自己主張をし合います。やり方を説明するのでよく聞きましょう。

→以下、やり方を説明する。授業の前に1，2，3と番号を決めて役割決めをしてもよいし、その場でじゃんけんや座席などで役割を決めてもよい。
· まず、3人のうち、2人が自己主張をし合う人になります。もう1人は2人の様子を観察して、きちんとできたかどうかをチェックする人になります。
· 初めに自己主張をし合う2人が、観察者の人に自分達のプリントを預けます。（このタイミングで観察者に紙を預けると、言葉がわからなくなる児童が多い場合には、チェックの段階で紙を観察者へ渡すという手順に変える。）

· そうしたらまず、1人の人が今、書いた言葉で、自己主張をします。その間、もう1人の人は今日の学習ポイントである相手を受け止めたあいづちをうちながら聞くように注意します。
· そして、1人目の人の主張が終わったら、もう1人の人が自己主張をします。2番目に話す人は、自分の主張の前に「私も○○さんと同じで」とか「なるほど、そういう考え方もあるね」と言えるとよいです。

· そして2人の自己主張を終わったら、観察者の人が2人の自己主張の上手にできたところに○をつけてあげます。○つけが終わったら、プリントは元に戻します。

· では、グループで向き合って始めましょう。

· （様子を見て）終わりです。前を向きましょう。

· では、グループで練習した感想を聞いてみます。

→以下のような点で全体シェアリングをするとよい。
＊上手にできた人、○をたくさんもらえた人？

＊特に今日は、あいづちを上手に打てた人？

＊難しいのは、どんなところ？

＊お互いに、上手な自己主張の仕方で話し合えるとどんなよいことがありそうか？
5．学習をまとめよう

· 「話し上手は聞き上手」という言葉があります。自分の主張を聞いてもらうためには、相手の主張もきちんと聞くことが必要です。
· ピア･サポートでは、「周りの人を大切にすること」と、「自分のことを大切にすること」の2つを学習してきました。そのことを忘れないようにして、自己主張を合うことができるクラスにしていきましょう。


	映像を見る

発言する

映像を見る

発言する

プリント記入

グループになる

練習する

意見・感想を発表する


	●提示用プリント④「フクロウ・カレンダー」「フクロウ･ポスター」「フクロウ・オブジェ」「フクロウ・カード｣

◇提示用プリント見せるだけ
●フラッシュカード「主張する人」「主張聞く人」
●モデル提示用映像、機材

◇映像提示
◇板書

●フラッシュカード「相手を受け止めたあいづちをうつ」

◇フラッシュカード提示

◇板書

●フラッシュカード「コツ１．相手の言葉をくり返す。」
◇フラッシュカード提示

●フラッシュカード「コツ２．自分の考えになかったことは認める。」「そうか。なるほど。そういう考え方もあるね。」

◇フラッシュカード提示

●プリントA「相手を受け止めたあいづちを考えよう」／「上手に自己主張をし合おう」

◇プリントAの配付

●補助カード

◇活動の補助

◇板書
◇活動の補助



	4．確認(4分)

	確認(4/40)

	· それでは、今日学習したことの確認をします。「第４回確認プリント」を配ります。配られたら名前を書きましょう。
→（少し時間をおいてから）空欄にキーワードを確認。
· これで、小学校6年生のピア・サポートの授業はおしまいです。4回を通して、6年生は、6年生らしく責任と思いやりのある自己主張の仕方について、学習してきました。

· 頭ではわかっていても、なかなかすぐにはできないことがあります。でも、自分と相手に対して責任と思いやりを持って行動することを少しずつ試してみることがとても大切です。

· 毎日目標をもって生活すれば、ほんの少しずつ成長することができます。そのことを忘れないようにしましょう。


	
	●第4回確認プリント
◇第4回確認プリント配付

	5.振り返り用紙の記入(5分)

	振り返り用紙の記入と回収(5/45)

	· 最後に、振り返り用紙を書きます。プリントを裏返して、今日の授業で、感じたことを書きましょう。


	振り返り用紙記入、提出
	●第4回ふり返り用紙
◇第4回ふり返り用紙回収 
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板書計画(案) 
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